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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和３年８月２０日（金）  

 

２ 確認箇所 

瓦礫類一時保管エリアＰ（Ｐ１，Ｐ２） 

 

３ 確認項目 

（１）瓦礫類一時保管エリアＰにおける収納容器の内容物確認状況 

（２）瓦礫類一時保管エリアＰの現況確認 

 

４ 確認結果の概要 

（１）瓦礫類一時保管エリアＰにおける収納容器の内容物確認状況 

令和３年３月に瓦礫類一時保管エリア（以下「一時保管エリア」とい

う。）Ｗ２に保管していた収納容器（コンテナ）から放射性物質が漏えいし

た事象が判明したことを踏まえて、東京電力では過去に保管したコンテナに

内容物の把握が困難なものなどが存在するとして点検作業を進めており、コ

ンテナの内容物確認が行われていることから、本日は一時保管エリアＰでの

作業状況を確認した。（図１、写真１） 

・同エリアの北側において、東京電力協力企業によりコンテナの蓋が開放さ

れ内容物確認作業が行われていた。内容物は可燃物や瓦礫など様々であっ

た。確認した範囲ではコンテナ内に水が溜まっている様子は見られなかっ

た。（写真２） 

・東京電力によると内容物の確認を実施するコンテナは4,011基あり、内容物

確認作業の完了時期は令和４年３月を予定しており、コンテナ番号と内容

物の紐付けをシステム管理するとのことである。 
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（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

 

 

 

 

（写真１） 

 内容物確認作業の様子 

         

 

 

（写真２－１） 

 内容物確認中のコンテナ 

蓋 
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（写真２－２） 

コンテナの内容物（可燃物） 

 

 

（写真２－３） 

コンテナの内容物（瓦礫） 

 

（２）瓦礫類一時保管エリアＰの現況確認 

一時保管エリアＰ排水枡の放射能分析において、６月29日に採取した検体

の全ベータ値が上昇していること一時保管エリアＰ２に保管されていたノッ

チタンクの一部の蓋がずれて放射性物質を含む雨水が流出した可能性がある

ことを受けて、前回（８月16日）に引き続き、一時保管エリアＰの状況を確

認した。（図１） 

・前回確認時と比較して、ノッチタンクシート養生作業が進捗していた。

（写真３） 

・現場確認時降雨はなかったが、排水溝、排水枡には水が溜まっていた。確

認した範囲ではゼオライト土嚢の破損等は確認されなかった。（写真４） 

 

  

 

（写真３－１） 

前回撮影（令和３年８月１６日） 

 

（写真３－２） 

 今回撮影 

http://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/472791.pdf
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（写真４－１） 

一時保管エリアＰ東側の排水溝の様

子 

 

 

 

（写真４－２） 

一時保管エリアＰ北側の排水枡の様

子 

 

５ プラント関連パラメータ等確認 

  本日確認したデータについて、異常な値は確認されなかった。 

 

ゼオライト土嚢 


